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本論文は B. megαterium のグルコース脱水素酵素をモデルとして蛋白質 4 次構造の強化が酵素の安
定化に寄与することを証明したもので次のような重要な結果を得ているo
(1) 従来 Bacillus 属細菌のグルコース脱水素酵素は胞子形成に随伴するマーカー酵素と考えられて来
たが，栄養細胞もグルコース脱水素酵素を生産しており，精製酵素の段階で同者を比較したこと。




の増加した酵素を取得しているO 特にその中の 1 酵素は200C も耐熱性が増加したこと。
(4) 変異酵素遺伝子の塩基配列を決定し，アミノ酸置換の位置と種類を決定しているが，特定位置での
負電荷の消失を伴うアミノ酸置換が多いと結論したこと。
(5) 1 アミノ酸置換を含む耐熱性向上酵素を精製しその性質を調べている o その結果クールコース脱水素
酵素のサブユニット相互作用の強化が耐熱性を増大させたと結論していること。
以上の成果は，酵素学ならびに蛋白質工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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